
 
Report By Kumamoto 

早春に、日向山山頂（627m）近くにある「あしがくぼ山の花道」にカタクリの群生が咲くとあり、4 月 12日

(土)に低山（日向山）ハイクを兼ねて企画した。参加者は池戸さん、熊本の 2 名。 

今回のハイキングコース MAP は下図のとおりで、 

西武秩父線の芦ヶ久保駅から日向山の往復、約 3 時間のコース 

 

飯能駅から電車は山間を走り吾野、正丸と満開のヤマザクラを見ながら 9:02 に目的地芦ヶ久保駅に到着 

 

駅を出ると満開の桜が迎えてく

れた。 

2025 年 4 月 12 日（土） 

あしがくぼ山の花道 

 



 

正面に見える山が日向山である 

  

駅前の「道の駅」を過ぎ、横瀬川と国道を越えて右に進むと 

  

黄色い「木の子茶屋」の看板があり、そこを左に折れると、大きな「果樹公園村入口」の表示があり、 

看板に向って真っすぐ進む。 

数分、広い車道を進が、どうも右へ右へと登り方向がどうもおかしく間違いと気づき、「果樹公園村入

口」の看板まで戻り、地図で確認し左側の細い舗装道路を進むこにした。 

  



  

暫く、ヤマザクラ、シダレザクラ、モモ、レンギョウ、プラム等の花を見ながら林道を登る 

 

振り返れば、削り取られた山膚

の痛ましい武甲山が・・・ 

   

各分岐には標識が設置されており、もう道に迷うことはない。 

「あしがくぼ山の花道」の矢印に従って進めばよい。 

出発して 40 分ほどで舗装道路から離れ、ヤット山道に入る。 9:45 

   

10 分程で左側に「農村公園」が見えるが寄らずにそのまま直進する。 

更に数分程、沢を数回、渡り返して登ると・・・ 

  

廃屋となった茶屋が現れ、 

その脇に、朽ち果てた 

山車が置かれていた 



更に数分登ると再び林道に出た。  10:15 

   

林道を 20m 歩き、右手の登山道に再び入る 

   

10:25「あしがくぼ山の花道」＆「日向山登山道」の入口に到着した。 

花道の西側（左）の登山道を日向山山頂に向って登る。この行程一番の急登である。 

  

20 分程、急登を詰めると武甲山の右側に展望台が見えてきた。ここが日向山山頂だ。 

 

10:45 に日向山山頂（633m）到着し、早速記念絵写真を撮る。 



  

良く見ると、山頂標識（627m）

と木付けてある表示（633m）と

標高が異なっていた。 

どうやら「高原と山の地図 

では 633m でこれが正しく、 

西武鉄道系の案内図が 627m とな

っているようだ。 

 

展望台から見た武甲山（1295m） 

とその直ぐ右に見える雲取山 

山頂での写真を撮り終えて、10:55 に下山に入る。 

 

下山路はお目当ての「カタクリ」を探しながら、

左右に目を配りながらユックリ下った。 

早咲きのムラサキツツジが咲いていたが、 

残念ながらカタクリの姿は見られなかった。 

   

カタクリが見つからないまま、山の花道の駐車まで降り、そこのテーブルで昼食にした。11:15 

昼食後、山の花道を登り返し、今度は東側の登山道を下ったが、やはりカタクリの姿はなかった。 

カタクリは残念ながら諦め、往路を折り返し下ることにした。 

最初の舗装道路に出たところで、見覚えのある人が写真を撮っている。11:50 



  

何と！ 高橋雄さんが登ってきたところだった。 寝ぼうしてスタートが遅れたとのこと。 

残念だが、我々は下山、雄さんはこれから山頂へで、ここでお別れだ。 

我々は時間的にも余裕があり、登りで通り過ごした「農村公園」に寄ってみた。 

  

童心に返ってロープスライダーで遊ぶ 

  

園内には湿地帯と池があり、水芭蕉の群生があり、若干ピークを過ぎているが十分見応えがあった。 

カタクリが見られなかったが、代わりに想定外の水芭蕉が見られたことで 

気分を良くして駅まで軽やかに下った 

 

今回の行程で出会った里山に咲いていた花を下記にまとめた 

   

   



   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 



  

 

 

下山後は西武秩父駅に移動し、駅前の「祭の湯（1380ー）」で入浴休憩。 

 

 

入浴後は温泉の前にあるフードコートで生ビールで喉を潤す。 

 

14:49 発の特急ラビュー（ちちぶ 80 号）で 

帰路に就きました。 

 

今日は天候にも恵まれ気温も高く風も爽やかで、絶好の登山日和になりました。 

早春の里山歩きは、満開のヤマザクラ、シダレザクラ、モモ、プラム、レンギョウ等で白、ウスピン

ク、深紅、黄等で染まった登山道を終日歩き満足し、 

途中、雄さんにも遭遇するハプニングもあり楽しい一日となりました。 

 

なお、雄さんからのメール抜粋 

私は今日、朝 3 時半に目が覚め、トイレに行ってまた寝ようとしましたが、なぜか胸騒ぎがして眠れ

ず、そういえば吉松さんから月山・蔵王の計画のメールが入っていてまだアップしていなかったことを

思い出し、やおら起きて、ＰＣでアップ作業をしました。 
予定表にそれを追加するときに、今日、4 月 12 日は芦ヶ久保山の花道だったことに気が付きました。 
以前からちょっと気になっていましたが、忘れてしまっていました。 
天気も良さそうだし、近いし、ドタ参加で行ってみようと思いました。しかし、そのまま起きてしまえ

ば当然計画の時間に間に合ったのですが、まだちょっと早いのでひと眠り・・してしまい、結局起きた

のが 6 時 30 分。計画の時間には遅くなりましたが、いつもどおり朝食をとって、それから山の支度をし

て単独で向かった次第です。家を出たのは 8 時 30 分でした。 
 いい天気で見ごろの花がいっぱいでほんとに良かったですね。 
山の花道の看板のところで、ちょうど通りかかったおばさんにカタクリはどこで見られますか？と尋ね

たら「ごめんなさい、絶滅しちゃったんです。 
みんなカタクリ目当てにくるけど・・昔はカタクリ祭りもやったのに・・」とのことでした。 
それでも看板に書いてあるカタクリの場所と思しきところを探してみましたが 
やっぱり見つかりませんでした。 
 

 


